
 

 

 

令和５年度 

劇場・音楽堂等活性化・ネットワーク強化事業 

（地域の中核劇場・音楽堂等活性化） 

成果報告書 

 

 

団 体 名 公益財団法人岡山文化芸術創造 

施 設 名 岡山シンフォニーホール 

助 成 対 象 活 動 名 公演事業・人材養成事業・普及啓発事業 

内定額(総額) 20,141 （千円） 

 

公 演 事 業 12,537 （千円） 

人材養成事業 3,664 （千円） 

普及啓発事業 3,940 （千円） 

 

 

 

 

 

 

 



１．事業概要 

（１）令和５年度実施事業一覧【公演事業】 
番 
号 

事業名 
主な実施日程 概 要 

（演目、主な出演者、スタッフ等） 

（演目、主な出演者、スタッフ等） 

入場者・参加者数（人） 
主な実施会場 

1 

岡山フィルハーモニック

管弦楽団 定期・特別演

奏会 

令和 5 年 5 月 20 日ほ

か 

 

出演:秋山和慶､ﾃﾞﾘｯｸ･ｲﾉｳｴ､ｼｪﾚﾝﾍﾞﾙ

ｶﾞｰ､松本和将､佐藤晴真､戸澤采紀､ｱ

ﾅ･ｼｭｰｽ 

目標値 6,900 

岡山ｼﾝﾌｫﾆｰﾎｰﾙ 実績値 5,900 

2 

ホールフェスティバル

「シンフォニーは友達！

２０２３」 

令和 5 年 8 月 11 日 出演:松元宏康ほか 

内容:佐野秀典編/あっぱれ祭りﾒﾄﾞﾚ

ｰ､ﾃﾞｭｶｽ/魔法使いの弟子 

目標値 1,000 

岡山ｼﾝﾌｫﾆｰﾎｰﾙ 全館 実績値 1,239 

3 
ベートーヴェン“第九”

演奏会２０２３ 

令和 5 年 12 月 10 日 出演:飯森範親、森野美咲、金子美香、

中島康博、大西凌、岡山“第九”を

歌う市民の会ほか 

目標値 1,400 

岡山ｼﾝﾌｫﾆｰﾎｰﾙ 実績値 1,200 

4 

岡山フィルハーモニック

管弦楽団 津山定期演奏

会 

令和 5 年 5 月 21 日 出演:秋山和慶 

内容:ﾍﾞｰﾄｰｳﾞｪﾝ/交響曲第 6 番｢田園

｣､第 5 番｢運命｣ 

目標値 600 

津山文化ｾﾝﾀｰ 実績値 450 

5 プレミアムコンサート 

令和 5 年 12 月 15 日ほ

か 出演:小林愛実､ｼｪｴﾚﾝﾍﾞﾙｶﾞｰ､ｱﾅ･ｼｭｰ

ｽ 

目標値 1,600 

岡山ｼﾝﾌｫﾆｰﾎｰﾙほか 実績値 
1,580 

 

※ …新型コロナウイルス感染症の影響があったもの 

 

 

  



（２）令和５年度実施事業一覧【人材養成事業】 
番 
号 

事業名 
主な実施日程 概 要 

（演目、主な出演者、スタッフ等） 

（演目、主な出演者、スタッフ等） 

入場者・参加者数（人） 
主な実施会場 

1 
ミュージカルワークショ

ップ 

令和 5 年 4 月～令和 6

年 3 月 

内容:しっかり学ぶｺｰｽ､楽しむｺｰｽ､

企画･制作補助ｺｰｽ 

公演:｢ﾏｲ･ｼﾝﾃﾞﾚﾗ｣ 脚本/角ひろみ､

作曲/深沢桂子､演出/鈴木里沙(劇団

扉座)､振付/横山佳奈子･川口竜也､

歌唱指導/古川恭子､特別講師/小川

美也子､編曲･ｴﾚｸﾄｰﾝ演奏/尾崎麻理

子､片山蘭子､ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ/四宮貴久 

目標値 

865(楽し

むコース

20・しっ

かり学ぶ

コース

45・ 

公演入場

者数 

800） 

岡山ｼﾝﾌｫﾆｰﾎｰﾙほか 実績値 

689(楽し

むコース

20・しっ

かり学ぶ

コース

40・ 

公演入場

者数 

629） 

2 

あなたも岡フィルと共演

しませんか  I am a 

SOLOIST 

令和 5 年 5 月 3 日ほか 出演:山上純司､中井章徳､R4 年度一

般ｵｰﾃﾞｨｼｮﾝで選出されたｿﾘｽﾄ 11 人､

ｵｰﾃﾞｨｼｮﾝで選出された岡山城東高校

出身者 7 人､岡山城東高校管弦楽部､

岡山城東高校合唱部 

内容:各ｿﾘｽﾄが選んだ協奏曲の単楽

章ほか 

目標値 

1,221(入

場者

1,200､参

加者 21) 

岡山ｼﾝﾌｫﾆｰﾎｰﾙ 実績値 

1,425(入

場者

1,200､参

加者 125) 

3 
The MOST in JAPAN ２０

２３ 岡山公演 
令和 5 年 10 月 6 日 

出演:The MOST､ｵｰﾃﾞｨｼｮﾝで選出され

たｿﾘｽﾄ(ｳﾞｧｲｵﾘﾝ)3 人 
目標値 

入場者

800 



岡山ｼﾝﾌｫﾆｰﾎｰﾙ 

曲目:ﾎﾙｽﾄ/ｾﾝﾄﾎﾟｰﾙ組曲､ｳﾞｨｳﾞｧﾙﾃﾞｨ

/2 つのｳﾞｧｲｵﾘﾝのための協奏曲ほか 

実績値 

503(入場

者 500･参

加者数 3) 

※ …新型コロナウイルス感染症の影響があったもの 

 

  



（３）令和５年度実施事業一覧【普及啓発事業】 
番 
号 

事業名 
主な実施日程 概 要 

（演目、主な出演者、スタッフ等） 

（演目、主な出演者、スタッフ等） 

入場者・参加者数（人） 
主な実施会場 

1 小・中学校音楽鑑賞教室 

令和 5 年 6 月 15 日 
出演:佐々木新平､岡山ﾌｨﾙﾊｰﾓﾆｯｸ管

弦楽団 

内容:小六禮次郎/烏城浪漫､ｼﾍﾞﾘｳｽ/

ﾌｨﾝﾗﾝﾃﾞｨｱほか 

目標値 1,200 

岡山ｼﾝﾌｫﾆｰﾎｰﾙ 実績値 821 

2 ファミリーコンサート 

令和 5 年 8 月 20 日ほか 
出演:石﨑真弥奈､岡山県立大学保健

福祉学科 4 年生ほか 

内容:ｸﾞﾘｰｸﾞ/｢ﾍﾟｰﾙ･ｷﾞｭﾝﾄ｣より

｢朝｣､ﾋﾞｾﾞｰ/｢ｶﾙﾒﾝ｣より｢闘牛士｣ほ

か 

目標値 600 

勝山文化ﾎｰﾙほか 実績値 867 

3 レインボーコンサート 

令和 5 年 5 月 7 日ほか 
出演:岡ﾌｨﾙ弦楽四重奏､脇本恵子､打

楽器ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙほか 

内容:福祉施設等での出張ｺﾝｻｰﾄ､｢星

の王子さま｣絵本朗読ｺﾝｻｰﾄほか 

目標値 600 

西川ｱｲﾌﾟﾗｻﾞほか 実績値 750 

4 
岡山大学 J ホールレイン

ボーコンサート 

令和 5 年 9 月 29 日ほか 
令和 5 年 4 月～8 月 ※中止 

出演:Alto de Campagne､J ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ､

Bella Luce ほか 

内容:ｳﾞｨｵﾗｶﾙﾃｯﾄ､ｱﾆﾊﾞｰｻﾘｰｺﾝｻｰﾄ､星

とｸﾘｽﾏｽ､ﾋﾟｱﾉﾃﾞｭｵほか 

 

目標値 840 

岡山大学 J ﾎｰﾙ 実績値 379※ 

※ …新型コロナウイルス感染症の影響があったもの 

 

  



２．自己評価 

（１）妥当性 
自己評価 

ミッション（社会的役割等）・ビジョンや地域の特性等に基づき、事業が適切に組み立てられ、当初の予定通りに

事業が進められていたか。 

 岡山ｼﾝﾌｫﾆｰﾎｰﾙは次の項目を社会的役割として掲げ、ﾎｰﾙ内外で活動を展開した。 

(1) 中四国ｴﾘｱにおけるｱｺｰｽﾃｨｯｸ音楽公演の中核として西日本地域の人々に高質な音楽を提供する。 

(2）中四国唯一のﾎｰﾙ付きｵｰｹｽﾄﾗの特性を活かし、ｵｰｹｽﾄﾗによる舞台芸術の創造活動の拠点を担う。 

(3) 未来を担う子どもたちをはじめ、多様な対象者に向けて文化芸術に触れる機会をつくり、まちづくり・観光・

国際交流等の施策と連携して地域社会の活性化に貢献する。 

(公演)岡山ﾌｨﾙは就任から２年目の秋山和慶ﾐｭｰｼﾞｯｸｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰのもと､質の高い年６回の定期･特別演奏会を実施

した｡｢ﾆｭｰｲﾔｰｺﾝｻｰﾄ(公演)｣は名誉指揮者ｼｪﾚﾝﾍﾞﾙｶﾞｰ氏によるﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを行った｡ﾊｰﾋﾟｽﾄのﾏﾙｷﾞｯﾄ=ｱﾅ･ｼｭｰｽ氏との公

演はｺﾛﾅ禍にて 2020 年度から 3 年延期され､その間にｼｪﾚﾝﾍﾞﾙｶﾞｰ氏の首席指揮者任期が終了したため本公演は岡

山市民にとって待望の公演であった｡｢第九演奏会(公演)｣では､人数制限を解除し公募による合唱団員 111 名がﾏｽ

ｸを外して｢歓喜の歌｣を歌い上げた｡「合唱の美しさに感動」(観客)､「悲しい時代を経て合唱ができるようになり

大感動」(出演者)などの声が聞かれた｡｢ﾌﾟﾚﾐｱﾑｺﾝｻｰﾄ(公演)｣では､ｼｪﾚﾝﾍﾞﾙｶﾞｰ氏とｱﾅ･ｼｭｰｽ氏のﾃﾞｭｵｺﾝｻｰﾄと､小林

愛実氏のﾋﾟｱﾉﾘｻｲﾀﾙを開催した。「ｽｰﾊﾟｰｽﾀｰの演奏を岡山で聞けて本当に幸せ」「子どもと一緒に一流の演奏を聴け

た」などの感想が聞かれた｡ 

(人材)｢ﾐｭｰｼﾞｶﾙﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ(人材)｣では､基礎力を伴う人材養成のため､国内外で活躍する講師陣を専門別に招聘｡年

度末の公演をこれまでの集大成として実施した｡若いｱｰﾃｨｽﾄの育成事業｢I am a SOLOIST(人材)｣｢The MOST in 

JAPAN 2023｣(人材)では､ｵｰﾃﾞｨｼｮﾝで選抜された小学生～大学生のｿﾘｽﾄがﾌﾟﾛｵｹとの共演を果たした。 

(普及)子どもたちの心豊かな教育に貢献する｢小･中学校音楽鑑賞教室」｢ﾌｧﾐﾘｰｺﾝｻｰﾄ｣(普及)では､ｵｰｹｽﾄﾗを初め

て体験する子どもの割合が 58%、50.7%と半数以上であった。実演芸術に触れる機会の少ない人々に向けた社会包

摂事業｢ﾚｲﾝﾎﾞｰｺﾝｻｰﾄ｣(普及)では、長島愛生園等 5 カ所の病院・福祉施設・特別支援学校へ出向き合計 405 名の観

衆に音楽を届けた。「岡山大学 J ﾎｰﾙﾚｲﾝﾎﾞｰｺﾝｻｰﾄ(普及)」も 9 月から開催が許され 6 公演を実施。医療従事者や通

院患者など来場者から｢心がすっきりした｣｢元気がもらえた｣などの声をｱﾝｹｰﾄにてお寄せいただいた｡ 

助成に値する文化的、社会的、経済的意義等が継続して認められるか。 

【文化的意義】助成事業の実施により、実演芸術に対する住民の興味関心の裾野を広げ、文化芸術への親しみが

高まることで岡ﾌｨﾙを始めとした岡山における文化芸術活動の水準向上につながっていると考えられる｡地域へ

の普及度を観客ｱﾝｹｰﾄ｢身近な人にも公演を勧めたいと思うか」から算出すると､指標を取り入れた 2019 年度より

継続して 90%以上を維持している（表１）｡  

 

【社会的意義】助成事業を通して子どもたちの豊

かな情操を育み､家族間ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの醸成､日常的

に触れる機会の少ない人々に向けて実演芸術に親しむことのできる社会包摂の実施に力を入れた｡市内の小中学

校８校が参加した「小・中学校音楽鑑賞教室（普及）」では、「大きな音が苦手な児童が最後の曲まで楽しんで聞

けた」との教員の声があった｡児童・生徒へのｱﾝｹｰﾄでは､参加者のうち 58%(前年対比 2％増)が「ｵｰｹｽﾄﾗの音色を

初めて聴いた」と回答。鑑賞後の心の動きについても「うっとりした」(49%）､｢心温まった｣（47%）､｢ドキドキ

した」（38%）など､子供たちの多くが心のﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞな変化を自覚し、その行動にも変化が表れた。｢第九演奏会(公

演)｣では公募の合唱団 111 名が約 4 か月間の練習を経て出演し､｢ﾐｭｰｼﾞｶﾙﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ(人材)｣では､40 名の受講生が

毎週のﾚｯｽﾝを経て公演を実施した｡参加者は 10 代～70 代であり､日常生活圏が異なる人との間にｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝが生

まれ、地域交流の一助となっている。 

 

【経済的意義】演奏会への観客動員数は回復傾向にあり、ﾌﾟﾚﾐｱﾑｺﾝｻｰﾄ「小林愛実ﾋﾟｱﾉﾘｻｲﾀﾙ」は目標値 800 名に

対して 1300 名､｢ｼﾝﾌｫﾆｰは友達!｣は目標値 1000 名に対し 1239 名の来場であった｡一方、岡フィルの定期演奏会は

上限がおよそ 1200 人でとどまっており、ｺﾛﾅ禍以前の数字までの回復には至っていないが、貸館面では海外ｵｹや

有名ｱｰﾃｨｽﾄの公演が再開し、多くの観客動員がなされ、人々が文化芸術に触れる機会を求めて動き始める契機に

寄与している面からは、経済活性化につながっている。 

年 度 2019 2020 2021 2022 2023 

普及度(％) 92.7％ 90.4％ 90.0％ 90.0％ 90.0％ 

表１ 



（２）有効性 
自己評価 

目標を達成したか。 

目標を次のように設定し、事業を実施した。目標値と達成値を併記する。※  は達成項目 

表２ 公演事業 

No. 【公演事業】目標の内容 目標値 
達成値 

2023 年 2022 年 2021 年 2020年 

1 観客の公演満足度向上を目指す 93.5% 

 

90.9% 88.5％ 88.1% 86％ 

2 

子ども(10 代以下)の観客割合を増加させる  

観客割合（鑑賞型：定期・第九・ﾆｭｰｲﾔｰ） 8% 8.6% 7％ 6% 4％ 

観客数（参加型：ｼﾝﾌｫﾆｰは友達） 1000 人 691 人 

 

918 人 1088 人 (中止) 

3 市外からの観客割合を増加させる 38% 38％ 36.4％ 33％ 36.1％ 

4 社会包摂の取組での招待者数を増加させる 200 人 99 人 120 人 105 人 38 人 

5 
岡山に愛着心・誇りを持てる割合 

普及度（身近な人に公演をすすめたいか） 
95% 90% 90.5％ 90％ 90.4％ 

6 感染症予防ガイダンスに沿って運営する 

運営する 

95% 90% 82％ 86％ ― 

表３ 人材養成事業 

No. 【人材養成】目標の内容 目標値 
達成値 

2023 年 2022 年 2021 年 2020年 

1 

地域の芸術文化を担うｱｰﾃｨｽﾄの育成を図る  

（受講生の個人目標の達成度） 70% 71% 59.1% 66.1% 65.4％ 

（指導者から見た課題への取り組み達成度） 80% 76% 75% 91.6% 91.7％ 

2 

舞台活動に挑戦し、表現する機会を提供する  

（ﾐｭｰｼﾞｶﾙﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ公演出演者数累計） 285 人 297 人 257 人 221 人 186 人 

（SOLOIST 合格者累計） 217 人 214 人 207 人 ― 196 人 

（MOST 合格者累計・共演者累計） 26 人 26 人 23 人 6 人 3 人 

3 With ｺﾛﾅ時代にも活動を止めない（ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ中止数） 0% 0% 0 件 ― ― 

表４ 

No. 【普及啓発】目標の内容 目標値 
達成値(校) 

2023 年 2022 年 2021 年 2020 年 

1 

未就学児、青少年に本物の音楽体験の機会を

提供 

 

（「小中学校音楽鑑賞教室」参加率（累計校）） 48.9%(70) 48.2%(69) 47.6%(68) 45.4%(65) 44.8%(64) 

（初めての参加者割合） 56% 58％ 55％ 52％ 55.2％ 

2 
子どもたちの変化（小中鑑賞教室教員ｱﾝｹｰﾄ） 40% 51％ 49％ 37％ 54％ 

気持ちに変化（小中鑑賞教室児童ｱﾝｹｰﾄ） 63% 64％ 91％ 90.5％ 86.9％ 

3 
出張公演（病院・福祉施設・支援学校等での公

演）公演箇所及び参加者累計 

92 か所 

(8,600人) 

91 か所 

(8,696人) 

86 か所 

(8,291人) 

82 か所 

(8,098人) 

83 か所 

(7,767人) 

4 関連の公演を鑑賞したいか   56% ― ― 

 

目標に対し達成できた項目は【公演事業】②③､【人材養成】①②、【普及啓発】①②であった。 

【公演事業】②観客割合からは、毎年少しずつ若年層の観客割合が増加していることがわかる。市外からの観

客割合も同様であり、徐々にｺﾛﾅ禍前の割合に戻りつつあると推測される。【人材養成】①「個人目標の達成度」

が目標値を超えている点からは、事業内容が自己成長を自覚できる適切な内容となっていることが推し量られ

る。②「ﾐｭｰｼﾞｶﾙ出演者累計」「MOST 合格共演者累計」は、計画通りまたはそれ以上に参加者を募ることができて

おり、地域における文化を創造する中核施設としての役割が果たせていると考えられる。【普及啓発】①「初めて

の割合」が目標値を超えている点は、低学年からの参加が可能なﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑとできているためといえよう。②「子ど

もたちの変化」「気持ちの変化」においては、ｵｰｹｽﾄﾗ鑑賞がもたらす効果が十分に発揮されており、鑑賞者がﾘﾗｯ

ｸｽして参加できる環境を設けることができているためと判断できる。  



（３）効率性 
自己評価 

アウトプットに対して、事業期間が適切で、当初の計画通りに進んだか。 

今年度予定した事業は概ね当初の計画通り進めることができた。 

ただし､｢ﾚｲﾝﾎﾞｰｺﾝｻｰﾄ(出張公演)(普及)｣は福祉施設や病院等､開催場所との協議に時間を要したため､ｽﾑｰｽﾞに

計画を進めることが難しかった｡また､開催場所が大学病院内に位置する[岡山大学 J ﾎｰﾙﾚｲﾝﾎﾞｰｺﾝｻｰﾄ(普及)につ

いては､会場の使用制限が大変厳しく､なかなか使用許可が下りず中止せざるを得ない状況だったが､大学側と協

議を重ね､計画を見直して､内容については｢吹く楽器､歌もの｣以外､入場者についてもｺﾛﾅ禍同様の制限を受けな

がらもなんとか 9 月から再開の運びとなった｡ 

 

アウトプットに対して、事業費が適切で、当初の計画通りに進んだか。 

 開催が実現した事業について、適切な積算で且つ計画通りに進行したといえる。 

 

【公演事業】要望時の事業費に対して、実施後の事業費の変更率は全体で-7.03%であり、それぞれ適切に積算し､

事業費を効率的に削減しながら進行することができた。 

 

【人材養成事業】要望時の事業費に対し、決算時の事業費は 88.15%であり、事業費の効率的な削減を図りなが

らの実施となった。「人材２: I am a SOLOIST」では、事業費が要望時の 106.58%と超過しているが、これは、ｵ

ｰﾃﾞｨｼｮﾝにより選出したｿﾘｽﾄの演奏曲目に対応するための楽譜ﾚﾝﾀﾙ料や著作権使用料を当初の見込みより多く必

要としたためである。しかし､今回ｿﾘｽﾄに挑戦した学生たちにとって、“ﾌﾟﾛｵｰｹｽﾄﾗと共演する”という機会は、今

後の演奏活動における糧となる経験であり、彼らが課題として取り組んでいる希望曲目での演奏を実現できたこ

とにより、出演者の満足度は 100%と高い事業効果を得ることにつながった。 

 

【普及啓発事業】収入を見込まない事業がほとんどであるため､常に事業費を見直し､効率的な削減を図りながら

実施したことにより､全体では要望時の事業費に対して決算時のそれは圧縮され､要望比の 67.73％となった｡特

に､要望時と決算時に乖離が生じた大きな要因は病院内施設である「普及 4:岡山大学 J ﾎｰﾙﾚｲﾝﾎﾞｰｺﾝｻｰﾄ」が施設

都合により開催できない期間があったためである。該当施設は大学病院内の立地であるため、新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽが 5 類

に移行したのちも､すぐさま施設の利用が許可されるものではなく､利用許可が下りたのが 9 月以降であった。 



（４）創造性 
自己評価 

地域の文化拠点としての機能を最大限に発揮する優れた事業であった（と認められる）か。 

 
ｱｺｰｽﾃｨｯｸ音楽の演奏に適した岡山ｼﾝﾌｫﾆｰﾎｰﾙは､県内唯一のﾌﾟﾛｵｰｹｽﾄﾗである岡ﾌｨﾙを有している。この点が当財

団の大きな特徴といえる。2023 年度は、これに加え演劇・ﾊﾟﾌｫｰﾐﾝｸﾞｱｰﾂを展開する芸術創造劇場ﾊﾚﾉﾜが開館し、

財団は 2 館総合管理をすることとなった。この 2 つの施設と座付きｵｰｹｽﾄﾗという資源を最大限に活かし、当館の

ﾐｯｼｮﾝを遂行するため、それぞれの事業の目的に沿って、対象者や事業効果が上がるｱﾌﾟﾛｰﾁの仕方、企画内容を検

討し、事業を組み立てた。 

ｺﾛﾅ禍を乗り越え、制限がない中での事業実施が可能になる中、合唱の盛り上がりは顕著であり、岡山ｼﾝﾌｫﾆｰﾎ

ｰﾙにて開催した「第九演奏会」では従来の 100 名を超える出演者による大迫力の合唱が復活した。また、世界で

活躍する演奏家を招聘する目的で開催したﾌﾟﾚﾐｱﾑｺﾝｻｰﾄ「小林愛実ﾋﾟｱﾉﾘｻｲﾀﾙ」では 1300 人が来場し、88.5%が「満

足」「大変満足」と回答した。感想では「子どもと一緒に一流の演奏を聴けた」など親子での来館を伝えるものも

あり、20 歳未満の来館者割合が 9.6%と通常より多かった。この点から、本公演が本物の音楽を岡山の子どもたち

に届けるという狙いが達成された一例であったと判断できる。2 か年に渡りｵﾘｼﾞﾅﾙ作品に取り組むこととしてい

る｢ﾐｭｰｼﾞｶﾙﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ(人材)｣では、芸術創造劇場ﾊﾚﾉﾜでの公演を行った。2024 年度からは新体制での開催を予定

していることもあり、これまでの集大成となる舞台となった。 

 

【公演事業】指揮者･秋山和慶氏を岡ﾌｨﾙのﾐｭｰｼﾞｯｸｱﾄﾊﾞｲｻﾞｰに迎えてから 2 年目となる本年度は､岡ﾌｨﾙにとって

はｵｰｹｽﾄﾗとしての活発な演奏活動を再開できた 1 年であった。演奏会時ｱﾝｹｰﾄの｢満足度｣では､｢大満足･満足｣

91.4％であり、ﾌﾟﾚﾐｱﾑｺﾝｻｰﾄを加えた 90.9%の数値は、前年度の 88.5%に比べ、2.4%増加している。｢公演を他の人

にすすめたいか｣にて測る普及度は､前年度に続き 90％だが､｢市外からの観客割合の増加｣では 39%であり前年度

より 3%増加している。これは、芸術創造劇場ﾊﾚﾉﾜの杮落とし公演ｵﾍﾟﾗ『ﾒﾃﾞｱ』への参加を始めﾒﾃﾞｨｱへの露出が

増えた点もあるが、何よりは会場で鑑賞してくださったお客様に「また聴きたい」と思っていただけたことが数

値に表れているといえよう。出演者人数の制限を解除した｢第九演奏会｣では､約 100 名の市民合唱団が熱唱した｡

ﾏｽｸを外しての歌唱が実現でき､｢岡ﾌｨﾙの演奏と合唱のﾊｰﾓﾆｰが溶け合っていてすばらしかった｣などの感想が聞

かれた。本事業を通して、岡山市民の生活に活力をもたらす一要因として公演事業が機能したと考えている。 

 

【人材養成事業】2 年をかけて創作作品に取り組む｢ﾐｭｰｼﾞｶﾙﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ｣では、芸術創造劇場ﾊﾚﾉﾜでの本番公開を目

指し 40 人の受講生が本事業に挑んだ。受講生本人による目標達成度は 71％(達成率 101%)、講師からの成長度は

76%（達成率 95%）であるなど、受講生も講師も本事業を通じて成長を実感できた｡ｱﾝｹｰﾄでは「技術や能力が高ま

った」「周囲への気配りができるようになった」などの感想が見られ、本事業での経験が受講生たちの視野を広げ

たといえる。この経験を試金石に、受講生がそれぞれの舞台で活躍することを期待する。｢I am a SOLOIST｣は、

昨年台風で中止となった公演の再演とともに今年度は岡山城東高校とのｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝとして、学校内ｵｰﾃﾞｨｼｮﾝを行

いｿﾘｽﾄを選出した。ｱﾝｹｰﾄにおける観客満足度は 93.9%､出演者の本番演奏後の満足度は:100％であり、｢今まで自

分の演奏に自信が無かったが､もっと楽に楽しめば､素敵な音楽を作る事が出来るんだと感じた｣などのｱﾝｹｰﾄが

見られ、本事業が観客にも出演した学生たちにも音楽の楽しさに立ち返る契機となったことがうかがえる。 

 

【普及啓発事業】岡山市内の小･中学生を対象とした｢小･中学校音楽鑑賞教室｣では､ｵｰｹｽﾄﾗを初めて体験した子

どもの割合が 58％であった｡ｵｰｹｽﾄﾗを聴いたことによる心の変化では「うっとりした」49%、「心が温まった」47%、

「ﾄﾞｷﾄﾞｷした」38%などがあり、子どもたちが心地よく音楽に接することができたようである。演奏後の子ども達

の心の変化については、「元気が出た」55%、「おだやかな気持ちになった」49%、「音楽や楽器をやりたくなった」

37%などの自覚できる変化が見られた。｢ﾌｧﾐﾘｰｺﾝｻｰﾄ｣勝山公演では 50.7％が「子どもと初めて参加する」と回答

した。また総社公演では 85.3％が未就学児童であった｡「ﾚｲﾝﾎﾞｰｺﾝｻｰﾄ～記念日ｺﾝｻｰﾄ」では、「誰もが気軽に音楽

を楽しめる」催しを目指し、『星の王子様』の読み聞かせと演奏を合わせたｺﾝｻｰﾄに挑戦した。「観客も参加できる

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑがあってよかった」などの感想が聞かれた。大学病院内にあるﾎｰﾙで演奏を行う岡山大学 J ﾎｰﾙﾚｲﾝﾎﾞｰｺﾝｻ

ｰﾄは、9 月からの再始動となったが、｢病院の生活（中略）気分的にも落ち込んでいましたが､癒された｣などの感

想を得られ､｢心豊かな生活の実現｣を目指す活動の必要性を再確認することとなった。 



自己評価 

地域の実演芸術等の振興など、地域の文化芸術の発展につながった（と認められる）か。 

世界的ﾊﾟﾝﾃﾞﾐｯｸを引き起こした新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽが５類に認定された５月以降、ｺﾝｻｰﾄﾎｰﾙを訪れる人々からは、徐々

に危機感や閉塞感が薄れ催し物が増えるなか、当館でもﾋﾞｼﾞｮﾝに沿った活発な事業展開を図ることで、地域の文

化芸術を広く振興し、発展させることに貢献した。 

 

 ｢定期演奏会(公演)｣ｱﾝｹｰﾄにおいて｢ｸﾗｼｯｸに興味のない子どもも一緒に楽しめた｣｢CD や Youtube などで聴くも

のとはまったく別物でした｣との回答があり､本事業が生演奏のｵｰｹｽﾄﾗを親子で体験可能な演奏会として徐々に

認識されつつあることが伺える。年間通じて定期演奏会の満足度は 91％と高く観客動員数も前年に対し 600 人増

加した｡就学児童等の鑑賞割合も 8.25%と前年対比 0.5%増加している。来館理由に「学校に岡ﾌｨﾙがきたから」と

あり、就学児童の来場率増加には地道な県内での活動が効果を表していると言えよう。 

「ｸﾗｼｯｸ音楽と祭り」をﾃｰﾏに開催したﾎｰﾙﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ「ｼﾝﾌｫﾆｰは友達(公演)｣は、「夏祭り」をﾃｰﾏにｵｰｹｽﾄﾗｺﾝｻｰﾄに

加え､和楽器・創作ダンス・美術の要素を取り入れて開催した。各ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟに和の要素を取り入れており、ｺﾝｻｰﾄ

では日本の祭りの音楽を取り上げ、ｽﾃｰｼﾞ装飾には地元の作家による伝統的な七夕飾りを採用した。参加数は 1239

人であり、そのうち子どもは 690 人（55.7%）であった。WS は例年より枠を狭めたため参加者数は減少したが、

その分弦楽器体験・和楽器体験の希望者は増加しており「楽器に触ってみたい」との興味を引き出すきっかけを

本事業が十分作れていることがわかる。ｱﾝｹｰﾄ結果では満足度 79%であり、「楽器にも触れれて楽しそうだった」

「ｿｰﾗﾝ節をｵｰｹｽﾄﾗで聴けて興奮していた」などの感想が見られた。「会話が増えた」「話が弾んだ」などの反応も

多く寄せられており、本事業が文化芸術の発展に貢献するとともに、鑑賞者の家庭生活にも潤いを提供している

ことが推し量られる。 

合唱の参加者数制限を解除して臨んだ｢第九演奏会(公演)｣では､110 人(前年比+55 名)の市民合唱団がﾏｽｸを外

して熱唱した｡入場者数は 1,200 人(+9%)、来場者ｱﾝｹｰﾄの満足度は 89.3%であった｡ｱﾝｹｰﾄには｢4 年ぶり｡堪能でき

た｣｢市民の合唱もすばらしかった｣｢もっと多くの人に聴いてもらいたい｣｢他の人にも喜んでほしい｣などの感想

が寄せられた｡初めて鑑賞した人の割合が 30.7%であり定期演奏会の平均値(24.6％)より高い。｢地元での第九の

復活｣というﾆｭｰｽがｸﾗｼｯｸに親しみのない市民にも届き、来場のきっかけとなったことは想像に難くない｡ 

若い音楽家育成のための事業として開催している「I am a SOLOIST（人材）」においては、岡山で音楽科を持

つ県立岡山城東高校と連携を図った。第 18 回公演では､岡山城東高校在学中および卒業生によるｿﾘｽﾄを選出しｵｰ

ｹｽﾄﾗと共演を果たした。加えて岡山城東高校管弦楽部(42 人)､合唱部(65 人)との共演も実現し、地元岡山の若い

演奏家たちのｴﾈﾙｷﾞｰと技術力を岡山市民・県民に伝える機会にもなった。動員数:700 人､観客満足度:93.9%､出演

者の本番演奏後の満足度は全員が｢満足した｣と答えた。観客も「高校生が立派な大人に見えた。才能ある人が伸

びるﾁｬﾝｽがあって良かった。」などの感想がｱﾝｹｰﾄに寄せられた。 

小学生から高校生までの演奏家 3 名をｿﾘｽﾄに迎える「The MOST in JAPAN 2023 岡山公演（人材）」では、観客

数 500 人を動員した。観客ｱﾝｹｰﾄでの満足度は 93.4%(前年比＋2.9%)であり、20 歳以下の観客動員数 13%(+6.6%)、

初めての来館割合は 58.7%(+50.3%)という結果であった。昨年度より明らかに若年層の観客割合と初めての来館

割合が増加している点は、出演者のｿﾘｽﾄ 3 名への応援のほか、若手が活躍する本事業を応援しようという岡山市

民の気持ちが数字となって表れていると考えられる。出演者ｱﾝｹｰﾄでは、本公演を通して「曲が作られた時代をよ

り意識するようになった」「色んな人との音を聴き合えるようになった」との感想が見られ、事業が出演者には自

己研鑽に繋がる機会に、鑑賞者には音楽との出会いの場になったことが伺える。 

 「岡山市小中音楽鑑賞教室（普及）」では参加校数 8 校（うち初参加 1 校）であった。教員ｱﾝｹｰﾄでは鑑賞後の

子どもたちに「期待した効果があった」と 92%が回答している。「思いの表出が少ない児童が、次の日開口一番『楽

かった。』と自分から発していた」など顕著な反応が見られた報告があった。また。病院内施設 J ﾎｰﾙでは使用が

9 月から可能になり、岡山ﾌｨﾙの弦楽四重奏や岡山大学学生たちによる演奏会を開催した（「岡山大学 J ﾎｰﾙﾚｲﾝﾎﾞ

ｰｺﾝｻｰﾄ（普及）」）｡満足度は平均 90%と高く､感想では｢気持ちが元気になりました｣など､本事業が｢心に潤いと安

らぎをもたらし､心豊かな生活の実現につながる｣生活の一助となったと考えられる｡ 

今年度の事業はいずれもが観客からの高い満足度を得ている。演奏者自身においては、本年度事業を通じて自

己研鑽を積むための手がかりを得ており、観客は演奏者の高い技術と強い精神力で表現された至高の芸術を堪能

し演奏者の未来に期待を寄せている。芸術の高みを実演者と観客が互いに啓発し合うこの関係性は本年度事業を

介して実現したものであることから、本年度事業は岡山の地域文化の発展に十分に機能し存在感を発揮している

といえる。 



（５）持続性 
自己評価 

事業を通じて組織活動が持続的に発展する（と認められる）か。 

公益財団法人岡山文化芸術創造は、2023 年 9 月から、新たに開館した芸術創造劇場ﾊﾚﾉﾜとｱｺｰｽﾃｨｯｸ演奏に特化

した音楽ﾎｰﾙである岡山ｼﾝﾌｫﾆｰﾎｰﾙ（当館）の 2 館を管理する体制となった。岡山ｼﾝﾌｫﾆｰﾎｰﾙは座付きｵｰｹｽﾄﾗであ

る岡ﾌｨﾙを有しており、これをﾒｲﾝｺﾝﾃﾝﾂとして周辺地域に音楽芸術の普及を図っている。 

芸術創造劇場ﾊﾚﾉﾜの開館により、地域に２つの文化振興の拠点を持つ財団となり、それぞれの資源や専門ｽﾀｯﾌ

によるﾉｳﾊｳの集積を得て、今後、相乗効果による更なる事業の発展が期待できる。 

 

【事業運営】財団内ｼｽﾃﾑを活用し、芸術創造劇場ﾊﾚﾉﾜと岡山ｼﾝﾌｫﾆｰﾎｰﾙ間の情報を共有し､2 館管理の強みを活か

した運営を行っている。職員からの企画ｱｲﾃﾞｱや業務改善提案、地域ﾆｰｽﾞの拾い上げは前年度から継続し、月次報

告書と面談を通じて行っている。ｱｰﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ担当のみならず、舞台職員や施設管理、総務系の職員など、全員が

問題点と目標を共有し積極的に事業に関わっており、それぞれの立場や視点からの気づきやｱｲﾃﾞｱを取り入れる

ことで事業運営の改善に活かしている。 

【経営戦略】事業価値や地域への貢献度を高めることにより、入場者数の増加や寄付金の獲得に取り組んでいる。

本格的に稼働を開始した芸術創造劇場ﾊﾚﾉﾜと岡山ｼﾝﾌｫﾆｰﾎｰﾙの特色の違いを活かし、それぞれのﾎｰﾙに適した活動

を地域の市民および企業に PR することで、それぞれの館のﾌｧﾝの獲得に励んでいる。岡ﾌｨﾙにおいては、寄付金

(賛助会費)は現在年間約 1,800 万円であるが、地域にﾌﾟﾛｵｰｹｽﾄﾗを有することの意義を伝え、理解を深めること

に尽力している。徹底した費用対効果を念頭に置いた予算管理を継続しており、最適な事業費で大きな事業効果

が生み出せるよう分析と改善に取り組んでいる。 

【人材戦略】専門職(ｱｰﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ、舞台技術、施設管理等)を適切に配置し、事業を通じた人材養成(OJT)の他、各

種研修への参加、目標管理制度の導入による職員育成の促進に取り組んでいる。学生のｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟも積極的に受

け入れており(2023 年度：４校、総勢 81 名)、劇場・音楽ﾎｰﾙで働くことへの興味を実体験を通じて引き出し、次

世代の人材育成に取り組んでいる。(ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ経験者の職員採用 R6 年度 1 名､R5 年度 2 名) 

【ネットワーク構築】事業を展開する上で、他館や教育機関(小中高等学校､大学､市・県教育委員会)、他の文化

施設、病院や福祉施設などとの連携強化を図っており、文化芸術を通して共に地域課題に取り組むことのできる

体制を構築している。 

 上記をふまえ、当館における PDCA を次のように明らかにする。 

【PLAN】劇場法や取り組みに関する指針､当館のﾐｯｼｮﾝを再確認しつつ､前回の改善点を踏まえた事業立案を行う。

企画にあたっては､ｱｰﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄを担当する事業系の職員を中心に､会議にて活発な意見出しを行い検討を進める。

情報の共有には財団内ｼｽﾃﾑを活用しており､どこにいてもｽﾑｰｽﾞに情報を獲得できる仕組みを構築している｡ 

【DO】事業実施に向けて、ﾁｹｯﾄ販売状況や予算執行状況を事業担当・経理担当を含む全職員で共有し、広報戦略

にも反映させながら、事業効果を最大限引き出せるよう努める。事業活動の実施にあたっては、事業担当職員を

中心に、ﾎｰﾙ内全職員が現場にてお客様対応に当たる。観客･参加者と直接触れ合うことで、事業の意義を確認す

るとともに、それぞれの立場における気付きを得る。お客様対応の担当部署は定期的に変更しており、より多く

の業務内容を経験することで、全体が一つのﾁｰﾑとなって動くことができるよう図っている。 

【CHECK】観客・参加者ｱﾝｹｰﾄを分析し、結果をﾎｰﾙ全職員に回覧している。毎月の会議（事業部・ｵｰｹｽﾄﾗ部会）に

て振り返り、反省点や改善点の洗い出しを行う。観客動員数や鑑賞者ｱﾝｹｰﾄを参考に事業企画を練り直す等、月報

(全職員)から得た事業改善提案や、それぞれの視点･立場での気づきや意見を共有する。 

【ACTION】観客・参加者ｱﾝｹｰﾄや職員からの提案をもとに、地域ﾆｰｽﾞを洗い直し、次の事業計画に活かす。 

 

 当館ではこれらの PDCA をふまえ、職場内での定例会議にて議題に掲げ、積極的な意見交換を行っている。改

善・挑戦に関する案については速やかに実施したのち、再び検証を行うなど迅速な対応を図っている。 

 当財団における事業を通じての組織活動は、芸術創造劇場ﾊﾚﾉﾜの開館を経て、2 館の特性を活かすことのでき

る役割分担を行うことで、相乗効果を生み出そうとしている。岡山から中四国ｴﾘｱ全体を牽引する財団としての

活動を目指し、今後も組織運営を行って参りたい。 

 


